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米国農務省による穀物需給見通し 

米国農務省は 3 月 29 日に、2018 年の米国の作付意向調査を発表し、4 月 10 日に、2017/18

年度の穀物を中心とした世界の農産物の需給見通しを発表しました。今年初めより、南半球

の気象条件の悪化を受けてトウモロコシと大豆の先物取引の値動きが荒くなっておりまし

た。また、米国の中西部の寒冷気候から冬小麦の作柄悪化と春小麦の播種遅れが予想され、

小麦の価格が上昇気味となっています。このような状況を踏まえて、今回の米国農務省によ

る今年度の作物見通しが注目されていました。 

各見通しの概要は次の通りです。 

 

（1）小麦 

2017/18 年度の小麦供給量は、生産量が過去最高の 7 億 5980 万トンとなることが見込ま

れ、また消費量の減少により在庫が増加していることから、300 万トンの増加が見込まれて

います。 

小麦輸出は、ロシア、カザフスタン、アルゼンチンで増加が予想されますが、EU 等で減

少が予想されることから、世界全体では前年と変わらないと見込まれます。小麦輸入は、モ

ロッコ、ブラジル、コロンビアで減少が見込まれる一方、アルジェリア、エチオピア、日本、

ケニア、トルコ、フィリピンで増加が予想されます。 

消費も増加が見込まれますが、この増加分を供給量が上回るため、2017/18 年度の期末在

庫は、過去最高の 2 億 7120 万トンに達すると予想されます。 

 

（2）トウモロコシ 

 2017/18 年度の世界全体の粗粒穀物生産は、アルゼンチンとブラジルでの減産見通しを受

けて、700 万トン減の 13 億 1500 万トンになると予想されます。 

 トウモロコシの輸出は、ブラジルとアルゼンチンで減少が予想されます。輸入に関しては、

イラン、マレーシア、台湾、メキシコ、チリで減少し、バングラデシュとトルコで増加する

と予想されています。 

期末在庫はアルゼンチン、パラグアイ、ブラジルで大きく落ち込むと見込まれます。この

期末在庫見通しに、これからの米国を中心とした北半球の生産が加わって、2018/19 年度の

供給となります。3 月末に発表された米国の作付意向調査によると、2018 年のトウモロコ

シの作付面積は、南半球の情勢にもかかわらず、依然としてこれまでの傾向通り 2％減少す

ると予想されています。 

 

（3）大豆 

 2017/18 年度は、大豆の生産が大きく落ち込み、世界の油糧種子生産量は前月比 570 万

トン減の 5 億 6880 万トンになると予想されます。大豆の生産を国別に見ると、ブラジルで

は生育時期に十分な降雨があったため増加が予想されていますが、アルゼンチンでは 1 月
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から 3 月にかけての乾燥した気候により、減産が予想されています。インドとウルグアイ

でも減産が見込まれており、世界全体では減産分が増産分を上回っています。 

 大豆の輸出に関しては、ブラジル、ロシア、ウクライナで増加が見込まれますが、アルゼ

ンチンとウルグアイでの減少がこれを上回るため、世界全体では 20 万トンの減少が予想さ

れています。 

大豆の期末在庫は、アルゼンチン、ブラジル、EU での減少により、世界全体では 360 万

トン減の 9080 万トンになると見込まれます。今後は米国の生産が加わりますが、作付意向

調査によると、南半球の状況にもかかわらず、2018 年の作付面積は 1％減少すると予想さ

れています。 

 

（4）コメ 

 2017/18 年度のコメ生産は、ブラジル、ミャンマー、パキスタン、フィリピンでの増産に

より、世界全体では 120 万トン増加し、過去最高値に達する見込みです。タイ、ミャンマ

ー、インド、パキスタンでは輸出の増加が見込まれ、インドネシアとバングラデシュでは輸

入の増加が見込まれています。 

 消費の減少と供給の増加により、世界全体の期末在庫は 140 万トン増えて、過去 2 番目

の水準となる 1 億 4440 万トンに達すると予想されます。この中で、米国に関しては、作付

意向調査によると、2018 年の作付面積は 9％増加が予想されています。これは、競合作物

の価格が低下していることによるもので、増加の大部分は長粒種となっています。 

 

 最近の米中貿易摩擦を受けてシカゴ穀物市場が動揺しています。中国は米国の農産物の

主要輸出先であるため、中国の報復措置を懸念して大豆などの価格が 4 月に入ってから急

落し、その後懸念が和らいだとして値上がりに転じるなど値動きが激しくなっています。今

後も米中の動向から目が離せない状況が続きそうです。 

  

＜参考リンク・参考資料＞ 

Prospective Plantings（3/29、USDA、英語） 

http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1136 

World Agricultural Supply and Demand Estimates（4/10、USDA、英語） 

https://www.usda.gov/oce/commodity/wasde/latest.pdf 

小麦の国際価格一段高（4/11、日本経済新聞朝刊） 
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